
参考様式第１及び参考様式第２の別添３

(継続事業)

◆ C 5 - 2 - 5

オランダ島を活用した漁業体験施設等整備事業

【事業費】
調査費
工事費等 （今回申請）
全体事業費

※今回使途決定額：工事費等244,552千円-既使途決定額残額7,366千円=237,186千円

※関連する基幹事業 Ｃ-5-1・3大浦地区漁業集落防災機能強化事業
Ｃ-5-2・4大沢地区漁業集落防災機能強化事業

※

244,552千円

この様式は、原則として、参考様式第１の別添２に記載した細要素事業名ごとに作成し、概要を
示す図面を添付してください。

漁業集落復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 事業名 復興地域づくり加速化事業

事業概要

259,186千円

１．事業概要
　東日本大震災で甚大な被害を受けた大沢地区や大浦地区では、漁業集落防災機能強化事
業を導入し、高台住宅団地や高台道路、防災公園、防火水槽などの整備を進め、生活基盤
となるハード整備はおおむね完了したところである。
　しかしながら、漁業集落の賑わい創出・生業の再生は道半ばであることから、本事業に
おいて、ⅰ)生産者と域外の消費者との交流の促進を図り、またⅱ)漁業集落の子供達に対
し地域資源である海や漁業への理解を促進させ、漁業担い手育成の一助とするため、被災
前に漁業体験やブルー・ツーリズム等の活動の拠点として活用されていたオランダ島につ
いて、被災した桟橋や歩道、避難路の改修、法面の補修等を行う。

２．事業の必要性
　三陸復興国立公園のほぼ中央に位置する山田湾は、内湾型の天然の良港であり、岩手県
内唯一の国立公園内海域公園地区に指定されている。波穏やかな湾内には、ぎっしりと養
殖いかだが並び、カキやホタテなどの養殖が営まれている。湾の中央には江戸時代にオラ
ンダ船ブレスケンス号が入港したことに由来するオランダ島（正式名称・大島）が浮か
び、松の緑と青い海が織りなす風光明媚な内湾は多くの人に恵みをもたらしてきた。
　この豊かな海を活用し、平成１７年３月には漁師自ら自然と漁業の営みを紹介する「マ
リン・ツーリズム山田」が組織され、湾内の養殖筏見学やオランダ島での養殖作業、近隣
市町村では実施していない磯場体験をはじめ、漁船で湾内外巡る海岸美探勝など多彩なメ
ニューを提供してきたところである。震災で活動は一時休止となったが、震災から４年半
後には一部で活動を再開し、巡航コースの充実を図りながら活動を行っているほか、漁業
後継者対策の一環として町内小中学生を対象にした漁業体験授業を受け入れるなど、活動
の幅を広げている。
　しかしながら、活動の拠点となるオランダ島の桟橋や歩道などは損傷し、地盤沈下によ
り満潮時には冠水するなど、活動内容が制限されている。また、島の頂上に通じる避難路
は、地盤沈下により登り口が浸食されていることから、現在は緊急時に備え仮設の梯子で
補っている状況である。加えて、本町の最上位計画である「山田町総合計画」(平成２８
年３月策定)において、震災後の観光・産業振興にオランダ島の利活用を掲げていること
からも、被災施設の早期復旧が必要である。

３．基幹事業との関連性
　基幹事業では、大沢地区、大浦地区の漁業集落において、高台住宅団地や集落道、住宅
移転跡地の水産用地としての再整備など、ハード面による安全で生産性の高い漁業集落の
再生・復興を図ってきたとこであるが、漁業集落の再生・復興には、生業の再生・賑わい
の創出が必要不可欠である。
　そのため本事業では、本地区の漁業者が自ら行う漁業体験などのブルー・ツーリズムの
取り組みを推進させることで、漁業担い手の育成を図るほか、本体験を目的とした来町者
の増加による同地区の賑わい創出や、ツアーの収益により運営に携わる本地区の漁業者の
所得向上にも寄与するものである。

14,634千円
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